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LtubIkBFetLeBtratuBの前腕部肪御物突分泌腺か

ら分泌される黄色色素の化学構造 Aufkはrung

des gelben Prothorakalwebrdriisen Farb･

stoffesYonILybE〝sfenesLratus.H.Schildknecht,

H.BirringerundD.Krauss.Z.Natwfoysch.

24(b)39(1969).

ILybl'usfenestraEusは背部は虫く脱却が紺色の体

長12mmのゲンゴロウの1班で,池の)与皇辺の革や水生

植物中に生息する.この昆虫はfru胸から腹部にかけて

大きな防御物Ti分泌腺を有し,ここから分泌される物

矧 ま粗製のアセチレンのような匂いを和し,氾皮が高

い場合はチオエーテルのような匂いがする.この分泌

物は水にはよく溶けるがメタノール中では粘張な沈澱

物を生じ.遠沈すると上淀は透明な黄色となる.粗製
の分泌物を Sephadexカラムを用いてメタノールで

Wf山して得られる粗結晶 (黄色針状晶)は昇華fl'5製を

くりかえすことによりmp75-75.50を与える.この

約品はマススペクトルの解析よりCllliON03の分子式

を与え UVスペクトルのデーター (lEmtaOxH:258,

309,364mp e仇aC:26000,1105,1135;蕊oalxMKOH
275,350,435E'naG:3400,1995,2885)を考えあわ

せてヒドロキシキノリン又はヒドロキシイソキノリン

のカルボン酸メチルエステルと推定 される. しかも

HCトEtOH中でUVスペクトルの変化が見られない

のは環内Nのプロトン化を阻害する梢道が考えられ

α位に-COOCHa基があると考えられろ.IRスペク

トルにおいてもこの推定は矛盾せずとくに844cm~1と
768cm-1の吸収は芳香環において2個と3個の水井illl(

子が隣接していることを示し.NMRの結氷 rl.54

とTl.92にHAとHBがJA88.5Hzで,父 r2.34-

2.84にABXをなす3桐のHが観測されるので.こ

の物質は8-ヒドロキシキノ])ンカルボン酸-2-メチル

エステルと推定された.

キサントウレン髄を出発物Tiとして柑られる合城物

質と比較した結果,似点,IRスペクトルは先金に一

致し,温故試験の結果も敵点降下を示さなかったので,

推定構造の正しいことが証明された.(上野民火)
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